様式第３号（第５、第６の１、第６の２関係）（その１）
警　察　署　協　議　会　会　議　録
筑後警察署協議会
	
	開催年月日時
	　令和３年１０月１２日　午後４時３０分　から
　令和３年１０月１２日　午後５時４５分　まで
	

	
	
	
	

	
	 eq \o\ad(開催場所,　　　　　　　)
	  筑後警察署３階大会議室
	

	
	 eq \o\ad(出席者,　　　　　　　)
	警察署協議会
	会長以下８名
	

	
	
	
	
	

	
	
	 eq \o\ad(警察署,　　　　　　　)
	署長、副署長、地域管理官、総務課長
会計課長、生活安全課長、交通課長、警備課長
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	 eq \o\ad(議事概要,　　　　　　　　　　)

	ア　高齢者世帯に対する巡回連絡
　　　イ　外国人に対する巡回連絡
【アンケート結果報告】（総務課長）
　各委員に対して実施したアンケート結果について説明

　
【被害者支援への取組】（総務課総務第二係長）
　警察における被害者支援について説明

【閉会】




【開会】


　


【会長挨拶（要旨）】　


○　コロナ禍にありながら、本日このように感染防止対策を講じた上で警察署協議会を開催できることを大変嬉しく思っている。


○　委員の皆様には、積極的な御意見をお願いしたい。





【署長挨拶（要旨）】


　○　本日は、御出席いただき感謝申し上げる。


　○　本年９月７日付けで署長に着任し、まず感じた管内の印象は、「穏やかで住


みよい町」というものである。


 実際に大きな事件事故もなく、犯罪の発生も減少傾向にある。


　〇　今後も、このような状況を継続していけるよう署員一丸となって頑張っていく所存である。


　〇　委員の皆様方にも引き続き警察活動に対する御理解と御協力をお願い申し上


げる。





【情勢報告（令和３年１月～８月末）】（署長）


１　治安情勢（県下及び管内）


　　⑴　刑法犯の認知件数、検挙件数


　　⑵　交通事故発生件数、交通事故死者数





２　県警「三大重点目標」関連犯罪の検挙状況（県下及び管内）


　　⑴　暴力団の壊滅


　　⑵　飲酒運転の撲滅


　　⑶　性犯罪の根絶





３　管内における主な事件、事故の特徴等





　　⑴　特殊詐欺


　　⑵　ＤＶ・ストーカー事案


　　⑶　高齢者の交通事故　　





４　事件検挙





５　警察署活動トピックスの紹介


　　


【質疑応答】


○　委員から「交通量の変化に伴い速度制限の見直しを検討してもらいたい箇所


がある。また、交通標識が分かりづらい箇所や一時停止場所が変更された交差点については、交通事故が起きないように何らかの対策を検討していただきたい。」旨の意見があった。


　　　署長から「交通規制は、その時代の道路の利用状況に応じて変えていくべき


ものであるが、その一方で、規制を行っている以上は、一定程度の継続性も必


要となってくる。速度制限の見直しについては、地域の方々の意見を聞いた上


で、交通課で速度制限を見直すことのメリット、デメリットを検討させていた


だく。また、一時停止のある交差点で確実に停止してもらうためには、強調表


示やカラー舗装等の対応ができる場合もある。これについても、交通課におい


て現場確認を行い、個別に対応させていただく。」旨の回答があった。


　○　委員から「児童虐待事案における面前ＤＶには、夫婦間におけるＤＶ事案も


関連しているのか。」旨の質疑があった。


　　　署長から「夫婦間のＤＶで、かつ、そのＤＶが子供の前で行われている場合


は、夫婦に対してはＤＶ事案として対応し、さらに、子供に対しては面前ＤＶ　　という虐待事案として対応することとなる。ＤＶ事案は、単なる夫婦間の問題　　ではなく、家庭全体に問題がある場合が多く、実態としては虐待事案と非常に　　密接に関連している。」旨の回答があった。


さらに続けて、同委員から「児童虐待については、児童相談所に通告すると


　　いうことであるが、ＤＶについてはどのように対応するのか。」旨の質疑があった。


署長から「ＤＶ事案については、妻側を通称「シェルター」という保護施設


に避難させたり、夫婦の一方を親族の家に避難させたりしている。トラブルになった直後に家族をそのまま生活させることは極力避けている。」旨の回答があった。





【地域警察活動～パトロール・戸別訪問～】（地域管理官）


１　パトロール（警ら活動）


⑴　意義・目的


⑵　実施状況


ア　職務質問


イ　児童の見守り活動


２　戸別訪問（巡回連絡）


　⑴　意義・目的


　⑵　実施状況　








